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業績予想および中期経営計画の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2022年 11月 14日に公表した 2023年９月期第２四半期累計期

間（2022 年 10 月１日～2023 年３月 31 日）および 2023 年９月期通期（2022 年 10 月１日～2023 年９月

30日）の連結業績予想、ならびに 2023年９月期を最終年度とする中期経営計画を下記の通り修正するこ

とを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

 

１．業績予想の修正について 

（１）2023年９月期第２四半期累計期間の連結業績予想数値の修正 

  （2022年 10月１日～2023年３月 31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 2,975 168 167 112 38.87 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 2,975 215 214 144 49.72 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） － 47 47 32  

増 減 率 （ ％ ） － 28.0 28.1 28.6  

（ご参考）前  期  実  績 
（ 2 0 2 2 年９月期第２四半期） 

2,547 187 186 127 42.76 

 

 

 



（２）2023年９月期通期の連結業績予想数値の修正 

  （2022年 10月１日～2023年９月 30日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に
帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 6,407 318 317 213 73.46 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 6,407 338 337 226 78.08 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） － 20 20 13  

増 減 率 （ ％ ） － 6.3 6.3 6.1  

（ご参考）前  期  実  績 
（ 2 0 2 2 年 ９ 月 期 ） 

5,498 286 285 194 66.30 

 

（３）業績予想修正の理由 

 当第２四半期累計期間の連結業績予想につきましては、顧客からのＩＴ投資需要が堅調に推移して

おり、エンジニアの稼働率が高稼働を維持していることに加え、システムインテグレーション事業にお

いて、ＥＲＰ導入や運用支援、オンプレミスからクラウドサービスへの移行、ＩＴインフラ構築など、

利益率の高い案件の受注が増加傾向となっていることから、営業利益、経常利益、ならびに親会社株主

に帰属する四半期純利益が当初予想を上回る見込みとなり、修正することといたしました。 

 通期の連結業績予想につきましては、国内外の経済状況の先行きが不透明な点を加味しつつ、最近の

業績動向と当第２四半期累計期間の連結業績予想数値の修正を勘案し、営業利益、経常利益、および親

会社に帰属する当期純利益を修正することといたしました。 

 

 

２．中期経営計画における 2023年９月期の目標数値の修正について 

（１）目標数値の修正  

（単位：百万円） 

 2023年９月期 

前回計画 修正計画 

売 上 高 6,407 6,407 

売 上 総 利 益 1,339 1,349 

営 業 利 益 318 338 

経 常 利 益 317 337 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 
213 226 

 

（２）目標数値の修正理由 

 2023 年９月期を最終年度とする中期経営計画の修正理由は、「１．（３）業績予想修正の理由」に記

載のとおり、最近の業績動向を織り込んだためです。 



 また、2024 年９月期以降の次期中期経営計画につきましては、現在作成中となります。準備が整い

ましたら速やかにお知らせいたします。 

 

※ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能

な情報に基づいて当社が判断したものであり、実際の業績等は、様々な要因により異なる結果となる可

能性があります。 

 

以 上 


